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あらまし：読書経験をリソースとして、自らの考え方を形成・更新することを支援するポートフォリオシ

ステムを設計・開発した。読書経験を記述化した情報をベースにして構成した自らの考えについて、ベー

スとなった書籍を結びつけて記録することで、必要に応じて書籍にアクセスしたり、新たな書籍を追加し

たりすることができる。まずは読書経験をリソースとした内省経験を積み上げることで、いずれは生涯に

渡る多様な経験を踏まえた経験学習ができるようになることのはじめの一歩となることを期待する。 
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1. はじめに 

ポートフォリオの考え方は教育機関在籍中だけに

留まらず、生涯を通じた学習において有効であると

いう主張がある(1)。教育機関におけるポートフォリ

オの活用についてはこれまで議論や実践報告が数多

くされてきた。一方で、生涯を通じた学習でどのよ

うにポートフォリオを活用すればよいのかについて

の研究や実践報告は決して多くはない。その理由と

して、教育機関では学習活動やポートフォリオに記

載すべき事項が明確に指定されるのに対し、日常生

活においた学びは学習者自身が日々の行動の中から、

自分自身で学びを抽出し、何をどのようにポートフ

ォリオに記録するかを決めなければならいことが挙

げられる。あわせて、教育機関では機関が導入した

e ポートフォリオシステムを使用することができる

が、教育機関を離れたあとは、学習者が自前でポー

トフォリオの仕組みを構築する必要が生じることも、

生涯を通じたポートフォリオの活用が生じにくい理

由のひとつと考えられる。 

そこで筆者らは、生涯を通じたポートフォリオ活

用の足場掛けとして、まずは日常生活における学び

のソースをいったん「読書」に限定することとした。

その上で、読書から得られた知識やそれを踏まえた

思考の結果を記録し、他の書籍やこれまでの体験か

ら得た知見などをあわせて自分自身の考え方を構

築・更新していくことができるシステムを開発した。

ここではそれを bポートフォリオと名付ける。 

 

2. ｂポートフォリオの設計思想 

読書の記録のためのサービスは数多くある（ブク

ログ、ブックメーターなど）。しかし、それらはあく

まで各書籍についての感想を記録したり、他のユー

ザーと交流したりすることを目指したものである。 

本システムでは記録・更新すべき成果物はユーザ

ー自身の考え方であり、書籍は知識や読書中の思考

経験を得るためのリソースと位置づける。 

 

2.1 マイビリーフの形成と更新 

コルブの経験学習モデルでは、「得られた経験の抽

象化・一般化」を行う(2)。その部分は日本では「マ

イセオリー」と訳されていること多いため、本シス

テムでもそれに倣って、読書で得られた知識や思考

経験を抽象化・一般化した個人の考え方を「マイビ

リーフ」と仮に呼ぶこととする。 

図 1はマイビリーフ画面である。本システムは、

ユーザーが読書をして得られた知識や思考経験に基

づいて、マイビリーフが形成または更新することを

支援する。マイビリーフとは例えば「他者への親切

はいずれ自分に返ってくるから、何ら惜しむことな

く親切にしよう」「行動計画を建てるときは、How

やWhatよりもWhyをまず考える」のようなことや、

自分が大切に考えること、憧れる人間像など何でも

よい。マイビリーフは一冊の読書体験から形成され

たとしても、その後、他の本を読んだことによって

更新されることを想定している。 

一つのマイビリーフには、そのマイビリーフの形

成・更新に影響を与えた本の情報（著者・作者など）

が記録され、ユーザーによるメモやタグをつけるこ

とができる。それを「読書記録」と呼び、そのイメ

ージを図２で示した。また、マイビリーフは、論文

のように書籍を引用しながら記述することができ、

マイビリーフのどの部分にどの書籍が影響したのか
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を明記することができる。各マイビリーフはグルー

ピングやマッピングができる。複数のマイビリーフ

を元にしたマイビリーフを作成することもできる。 

以上は設計のうち、発表時点での開発が完了して

いる機能である。そのイメージを図 3に示す。 

 

2.2 SNS的な機能 

以降は、設計されているが、発表時点では開発途

中の機能である。 

記録された書誌情報やタグから、他のユーザーの

マイビリーフを閲覧したり、コメントしたりするこ

とが可能である。公開・非公開・限定公開の設定も

できる。他のユーザーが公開したマイビリーフは、

書籍に準ずる扱いであり、自身のマイビリーフを作

るリソースとして扱うことや、マッピングやグルー

ピングも可能である。その際、他のユーザーのマイ

ビリーフはその時点のマイビリーフがスナップショ

ットとして保存されて使用される。そのため、他の

ユーザーがマイビリーフを更新・削除しても影響は

受けない。 

 

3. システム構成 

システム構成は次のとおりである。 

⚫ Ruby on Rails（バックエンド） 

⚫ React（フロントエンド） 

⚫ MongoDB（データベース） 

⚫ GraphQL 

開発は株式会社アルベッジが行い、開発完了後は

無料で公開する予定である。 

 

4. 今後の展開 

ポートフォリオは生涯学習を支援する強力なツー

ルとなり得るが、そこに記録するための学習活動を

ユーザーが自分自身で判断する必要がある。本シス

テムは、その学習活動をまずは読書経験に限定した

ものである。しかし、それは足場掛けに過ぎず、読

書経験を元に振り返って自らの考えを形成・構成で

きることができれば、次は読書以外の経験をリソー

スとして省察・一般化をすることができるだろう。 

本システムでは、他者のマイビリーフもリソース

にできることを想定していることからもわかるよう

に、情報をまずはテキストとして記述できれば、読

書以外の自分の経験をリソースとすることも可能で

ある。現時点ではその設計はされていないが、今後

は多様なリソースを取り込めるようにする予定であ

る。さらに将来的にはテキスト以外の情報（画像や

動画など）も扱えるようにすることで、教育機関に

在籍していなくても、自らの多様な学びの体験を記

録し、省察できるシステムに発展させていく。その

とき、b ポートフォリオの b は Book の b から、

Biographyの bと変わり、生涯学習の伴走をするシス

テムとなるのである。 

 

図 1 マイビリーフ画面のイメージ 

 

 

図 2 読書記録画面のイメージ 

 

 

図 3  bポートフォリオシステムのイメージ 
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